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明けましておめでとうございます。つばさ教室に通っている児童・生徒の皆さんはどのような冬休みやお正

月を過ごしたでしょうか。穏やかで楽しいお正月を迎えられましたか。本来、お正月は多くの人に会って昨年

一年間を健康に過ごし、元気で新年を迎えられた喜びを分かち合う絶好の機会です。そのお正月の喜びを奈良

時代の歌人大伴家持が次のように歌っています。 
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「お正月にこのようにお互いに笑い合って楽しむのはこの時期にぴったりですね」というほどの意味でしょう

か。いろいろな人と語り合い、笑い合い、理解し合うことができるのは本当に有り難いことです。 

しかし、今年のお正月は新型コロナウイルスの影響は避けられなかった人もいるのではないでしょうか。毎

年遠くにいる親戚の人たちと会っていたが、今年は会うことができなかったというニュースを耳にしました。 

つばさ教室に登室したら、冬休み中にあった楽しかったことうれしかったことをみんなに聞かせてください。

そして、もし困ったことや悲しかったことがあったら指導員や相談員など誰でもいいです、話してくれません

か。私たちはいろいろな人とたくさんの言葉を交わし合うことで、いろいろなことを考え、自分の生きていく

力にしています。ぜひ多くの人とたくさんの言葉を交わして、体の健康だけでなく心の健康も保ってほしいと

思います。つばさ教室の指導員と相談員一同、皆さんの健やかな成長を心から願っています。 

昨年を振り返ると、やはり新型コロナウイルスに大きく影響された日々が続きました。港区内の小中学校は

３月から５月までほぼ休校が続きました。つばさ教室もこの期間の休室があり、様々な活動に影響が出てしま

いました。１学期の校外学習が中止になったり、調理実習や様々な体験活動が中止になったりしました。その

中で、体育活動や外国語活動など定期的な活動以外にも、避難訓練、防災の日の取組、地域巡り、９月の読み

聞かせ会、バス遠足、「科学を知ろう」in みなと科学館、ハンドベル発表・読み聞かせ会、書道体験などの活

動ができたのは児童・生徒の皆さんや保護者の方々の毎日の健康チェックやマスク着用とこまめな手洗い消毒

など、新型コロナウイルス感染防止対策へのご協力のおかげと感謝しております。ありがとうございました。

今年もまだまだ対策が必要な事態は続きそうです。今後ともご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 １２月２４日（木）講師に平石益代先生をお招きして、書道体験を実施しま 

した。筆を持つのが久しぶりの人がほとんどでしたが、真剣に取り組むことが 

できました。平石先生の熱心なご指導もあり、２時間もの間、集中して取り組 

むことができて、たくさん練習していくうちにどんどん良い字が書けるように 

なりました。３学期が始まり、各所属の学級に提出された書き初めが、友人の 

作品と共に掲示されることが楽しみです。つばさ教室においても、皆の作品を 

掲示しています。見ていただければ幸いです。 

 



 

 

 

 １２月２３日（水）ハンドベル発表・読み聞かせ会を実施しました。ハンド 

ベル発表は児童・生徒の皆さんが１１月末から昼休みの時間などに練習してき 

ました。お客様に教育委員会の篠原指導主事と学校図書館支援アドバイザーの 

松川先生と外国語活動のロット先生をお招きし、「星に願いを」「ジングルベル」 

など５曲を演奏しました。緊張の中にも練習の成果が出て、皆で協力して楽し 

く演奏することができました。 

 ハンドベル発表の後、学校図書館支援アドバイザーの松川先生による読み聞かせ会を実施しました。内田麟

太郎作「ともだちや」と杉山龍丸著「ふたつの悲しみ」の２作を紹介してくださり、感動的な読み聞かせをし

ていただきました。また、児童・生徒の皆さんに、始めの言葉、曲目紹介、終わりの言葉、感謝の言葉などそ

れぞれ仕事を分担しましたが、みんなしっかりと責任を果たすことができ、それぞれ自分の成長を実感するこ

とができました。ハンドベル発表と読み聞かせ会の児童・生徒の感想を掲載します。 

 

・たくさん練習をしたので、本番も成功することができてよかったです。初め、ぜんぜんリズムがわからなく

て弾けなかったのですが、練習していくうちに、どんどん弾けるようになってきて、弾くことが楽しくなりま

した。苦手なものから逃げずに努力すればできるようになるということがわかりました。練習でスピーカーか

らの音がなくなり、ベルだけになったときはバラバラでしたが、練習していくと音がそろうようになりたくさ

ん練習してよかったと思いました。本番はとても緊張しましたが、みんなの音がそろい、きれいな音だったの

で良かったです。 

・ハンドベルを演奏する前はうまくいくか不安でしたが、本番ではほとんどミスすることなく、みんなでそろ

えて演奏できてうれしかったです。毎日コツコツ練習してきた成果を出すことができてよかったです。この経

験は普段なかなか体験できないことなので参加できてよかったです。 

・今回のハンドべルはみんなで少しずつ練習してきて、今日上手に演奏することができてよかったです。最初

あまり聞いたことのない曲はどんな音になるか想像がつかず、ベルを鳴らすのも勇気がいるような感じでした

が、練習を重ねるごとにどんどん上達していき、今日はきれいな曲を演奏することができて、楽しかったです。

終わりの言葉は、頭に心臓があるような感覚がして、とても緊張しましたが無事に言うことができて安心しま

した。みんなで息を合わせて演奏をした今日はとても良い経験になりました。 

・ぼくは、ハンドベルの練習を毎日休まずに出ました。はじめは全然打てなかったけど、練習をしていくうち

に打てるようになりました。リハーサルは間違えていたところが少しあったけど、本番は間違えずにできてよ

かったです。始めの言葉も失敗せずにできてよかったです。 

・読み聞かせでは、引き込まれるような感じがあり、話に夢中になって聞いていました。「ともだちや」では

お金を取るのはどうなんだろうとキツネをあまりよく思えなかったけど、最後でそういう商売をしていたのは

こういう理由だったんだなと面白い展開でした。奥が深いお話で個人的に結構好きで、他のシリーズの本も気

になりました。「ふたつの悲しみ」は最初から悲しい話と聞いていたけど、1回も明るいところが出てくること

もなかったことに終わってから少しびっくりしました。悲しいお話だったけれどとても考えさせられるお話だ

ったなと思います。聞いていてちょっと辛かったけど、こっちも他のお話を読む機会があれば読みたいと思い

ます。 

・私は「ともだちや」シリーズを小学生の時に読んだことがあって改めて聞いて、オオカミくんみたいな人に

なりたいと思いました。「ふたつの悲しみ」を聞いて、とてもつらい気持ちになりました。女の子は悲しい気

持ちでいっぱいだと思うのに、耐えていてすごいなと思いました。これからもいろいろな本を読んでいこうと

思います。 

 

＝＝＝＝＝ １月の予定 ＝＝＝＝＝ 

外 国 語 活 動  １月１３日（水）11:00～12:00        ２０日（水） 13:00～14:00 

２７日（水）13:00～14:00 

体 育 活 動  １月１２日（火）、１４日（木）、１９日（火）、２１日（木） 

２６日（火）、２８日（木） 

防 災 の取 り組 み  １月１８日（月）芝消防署の方を招いてＡＥＤの講習をしていただきます。 

 


